
HSI2016に続くもうひとつの
夏期集中スペシャル・プログラム！

＜⽂学部専⾨科⽬＞

科⽬名 ：社会学演習
講義題⽬ ：Issues in the Japanese Sociology of Language
期間 ：2016年8⽉8⽇(⽉) 9⽇(⽕) 10⽇(⽔) 12⽇(⾦) 4⽇間で15コマ
単位 ：2単位
使⽤⾔語 ：英語
担当教員 ：パトリック・ハインリッヒ（イタリア・ベネチア⼤学）

今井 順（社会システム科学講座）

※文学研究科修士課程の学生は、修了要件単位として認められる文学部専門科目の数に
上限があります。

学部 大学院

⽂学部・⽂学研究科 開講科⽬

パトリック・ハインリッヒ准教授

受講⽅法

ベネチア⼤学より、社会⾔語学者のパトリック・ハインリッヒ先⽣をお迎えして、夏期集中プログラムを開講します。
現代の⽇本語、アイヌ語、琉球語や様々な「⽅⾔」の実態を、国家や社会の変化との関係で考えます。
「英語で学ぶ」意味まで考えさせられる、4⽇間のスペシャル・プログラムです。みなさんの受講を歓迎します。

お問い合わせ：⽂学研究科・⽂学部 教務担当 TEL:011-706-3005・⽂学研究科 研究推進室 TEL:011-706-4083

登録⽅法：学部⽣は４⽉のWeb登録期間に必ず登録すること。
Web登録期間後は登録できません。

※開講カテゴリー：集中講義（第1学期夏ターム）
⼤学院⽣は、４⽉に⾏う通常の履修登録時に登録してください。

Syllabus

Overcome by Modernity
Session 1: The study of language regimes 

in transformation
Session 2: Language crisis in 19th century Japan
Session 3: Proposals to abandon Japanese

Language makers
Session 4: An ideology called “national language”
Session 5: The kokugo revolution
Session 6: Standard Japanese as an artifact

Modern language ecology
Session 7: Standard language spread and 

the “dialect complex”
Session 8: Language endangerment in Ainu Mosir
Session 9: Language endangerment in the Ryukyus

Studying language regimes
Session 10: Language rights
Session 11: The economy of language
Session 12: Linguistic landscapes

Japanʼs language regime in transition
Session 13: Language revitalization in the Ryukyus
Session 14: Dialect guise (hōgen cosplay)
Session 15: Language life in Tokyo

大学院 大学院生履修可

学部生履修可学部

講義室決定！！
講義室 ：⼈⽂・社会科学総合教育研究棟

（W棟）講義室１０４室
授業初⽇：2016年８⽉８⽇（⽉） 1限


